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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・新青森まで開業した東北新幹線の効果が続いてお
り、鉄道会社の企画などにより観光客が増加してい
る。ホテルや飲食業等では10％前後の伸びがみられ
る。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・セール月ということもあったが、寒いせいか、これ
まで買い控えをしていた客が、比較的単価の高い防寒
物などを買う傾向が月初めから目立っている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・顧客の動向から相変わらず低価格志向は強く残って
いることがうかがえるが、ミセス層の購買意欲が向上
している。

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・顧客の購買単価と買上率の変化から若干上向きに
なってきている。また、来客数の伸びも続いている。

一般レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・12～１月と２か月連続して客単価が前年から５％以
上上昇している。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・わずかながらではあるが、宿泊客数や予約数の伸び
がみられる。一進一退の状況ではあるが、改善の兆候
が感じられる。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外旅行は円高傾向の効果で、団体旅行、ハワイ
チャーター便の募集旅行が好調で前年比484％となっ
た。一方、国内旅行は教育団体旅行以外は低調で前年
比99％となった。特に業務性の旅行は依然として伸び
悩んでいる。

観光名所（役
員）

来客数の動き ・今月は台湾・韓国などの海外観光客が順調に推移し
ていることに加えて、国内観光客も延伸した東北新幹
線を利用したＪＲの限定きっぷが好評なことから、中
高年を中心に観光客が増加しており、全体として前年
を上回る勢いとなっている。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・初売りは前年並みだったが、その後の大雪の影響で
20％程度来客数が落ち込んだ。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・消費マインドの低下は先行き不安が大きな原因であ
る。客からは、消費税も上がるし、年金も心配だし、
当分買物する気になかなかなれないという慎重な話が
多く聞かれる。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・１月という時期的な要因も影響しているが、中心部
を訪れた客の数は３か月前と比較して減少している。
特に飲食店は10～11月と比較的客の出入りが多かった
が、今月は１日で４人しか客が来なかったという飲食
店もみられるなど、来客数の減少が顕著である。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・日本人はもとより中国人観光客も減少している。ニ
セコ地区からのオーストラリア人観光客の姿が増えた
が、欧米人は買物をしない傾向にあるため、今月の売
上は例年と比べて30％程度減少した。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・初売りにおいては、福袋等の売上が非常に良かっ
た。その後も、寒さが続いていることから、冬物衣料
の販売量が前年よりも増加している。12月に大雪の影
響で来客数が減少したことの反動もあり、セールに
入ってからの売上が増えている状況にある。

スーパー（役
員）

単価の動き ・今年は第１週の日曜日が２日であり、前年の３日と
比べて１日早くなったせいなのか、雪の影響なのか判
断が付かないが、来客数が前年より３％少なかった。
ただ、前年比でみると、商品単価が１％上昇し、客１
人当たりの買上点数が2.4％増加したことから、客単
価が3.1％上昇しており、既存店の売上は何とか前年
実績を確保できた。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・売上は増加傾向にあるが、たばこ値上げの効果によ
るものであり、実態は前年並みの水準となっている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・今年の北海道は大雪が続いたことから、あまり良く
ない景気が一層悪くなっている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型車の販売効果はあったものの、前年並みの販売
台数には届かず、予想通りの厳しい状況にある。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・エコカー補助金が終了した前年９月以降は、需要の
先取りの反動もあり、受注量の大幅な減少が継続して
いる。

家計
動向
関連



その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

お客様の様子 ・客の節約志向の強い状況が続いている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・例年にない大雪がみられるなかで、週末・平日とも
コンスタントに客が入っており、来客数は前年を９％
上回っている。わずかではあるが客単価も上昇してお
り、売上は前年から14％の増加となっている。前年と
異なり、売上が大幅な落ち込みとなった日もみられな
い。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・ディナーを始め、ランチも来客数が落ち込んでお
り、全体的にやや悪い状況が続いている。地方の繁盛
店もランチが厳しくなってきたとの声が出てきてい
る。おせちについては、自社は成績が悪かったが、他
社では高級な物もよく売れたと聞いている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・来客数は減少傾向にある。今年はここ２～３年の暖
冬に比べて寒さが厳しく、外に出歩かない傾向がみら
れる。また、現在インフルエンザが猛威を振るってお
り、予約のキャンセルなどもみられる。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・年が明けてから、すすきのに人が全然出ていない状
況にある。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・国内客については、スキー・スノーボードを含む観
光客、ビジネス客ともに不振である。台湾、香港、韓
国からの訪日観光客で宿泊客数を稼いだ状況である。

旅行代理店（従
業員）

それ以外 ・来客数はそれほど減っていないが、売上、取扱人員
数が伸び悩んでおり、１月全般では停滞気味である。

タクシー運転手 来客数の動き ・１月は雪の日が多く、気温も低かったため、タク
シー利用客数もまずまずであった。当社では前年11月
までに10％のタクシー台数を減車したが、１台当たり
の売上が10％以上増加したため、会社全体の売上も前
年を上回った。

タクシー運転手 来客数の動き ・時期的な要因から、タクシー利用客は３か月前より
も多くなっているが、前年と比べると、利用客は減少
している。客の反応も景気の良い話は全く聞こえてこ
ない状況にある。

タクシー運転手 来客数の動き ・電話注文での売上は前年並みとなっている。１件当
たりの客単価が低下しているものの、注文件数は前年
を上回っている。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・スマートフォン型端末の販売量が大幅に伸びている
が、相対的に従来の通話型通信端末の販売量が減って
おり、全体の販売量に大きな伸びがみられない。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・大雪と灯油の値上がりの影響で明るい雰囲気がな
く、生活防衛意識が強くなっている。不必要な出費は
とにかく抑えるという傾向が強く感じられる。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・年が明けても公共事業を始めとした各事業にかかる
原材料等の輸送量が前年を上回っている。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・今月は大雪の影響もあってか、住宅建設に関心が向
きにくいようだ。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・客の買物に対するテンションがあまり変わっていな
い。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の反応は決して良くなく、日々生活が苦しいとい
う声しか聞こえてこない。

一般小売店
［酒］（経営
者）

単価の動き ・主要な得意先である飲食店への客の入込が大変悪く
なっており、１店当たりの売上が非常に落ち込んでい
る。そのため、飲食店の仕入１回当たりの購入量、単
価ともに落ち込んでいる。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・全店での売上は、12月に引き続き前年比95％で推移
しているが、買上客数が前年比94％と減少している。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・11～12月は降雪が少なく、需要喚起になかなか結び
付かず、冬物衣料の動きが鈍かったが、１月は一気に
降雪量が増えたことで、客の来店の動きが鈍かった。
天候要因にかなり振り回された感がある。

百貨店（役員） お客様の様子 ・正月三が日は天候も良く、前年実績を上回ったが、
４日以降の悪天候で客足が鈍り、非常に苦戦してい
る。客単価や買上率の低下もあり、ここに来て悪く
なった感が強くなっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・１月も販売量が落ち込んでおり、前年比98％であっ
た。



スーパー（店
長）

販売量の動き ・年が明けてから商品の動きが非常に悪くなってい
る。店舗への来客数は前年から５％程度増えている
が、客単価の低下、買上点数の減少がみられ、売上は
前年を下回っている状況にある。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・正月が明けて年始商戦が終わった後の客の買い方を
みると、慎重に商品を選定している様子がうかがえ
る。特にひな人形、学習机、ランドセル等について
は、非常に慎重に購入している様子がみられる。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・たばこの値上げ分で売上は前年を上回っているが、
来客数は前年をやや下回っている。

家電量販店（店
員）

単価の動き ・エコポイント制度の駆け込み需要の反動があり、今
月は薄型テレビの販売台数、平均単価とも落ち込ん
だ。正月過ぎの来客数も前年を下回った。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・家電エコポイント制度のポイント半減と前年11月の
駆け込み需要の反動を受け、テレビ、冷蔵庫等のエコ
家電の販売が激減している。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・１月の取扱額は、国内旅行が前年比101％、海外旅
行が前年比87％となっている。３か月前は、国内旅
行、海外旅行とも前年比110％以上と極めて好調で
あったが、年明けからの受注にやや勢いがなくなって
きている。

タクシー運転手 販売量の動き ・１月はタクシーにとって稼ぎ時であり、前年の１月
は３か月前と比べて約15％の売上の増加がみられた
が、今年は雪も多く忙しそうに思えたものの、３か月
前からの売上の増加は約10％にとどまっており、若干
景気が下降気味とみられる。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・冬期間に入り、国内客・海外客とも、利用者が減少
している。国内客について団体客の減少がみられたほ
か、期待していた中国人客もあまり利用が伸びなかっ
た。

住宅販売会社
（従業員）

単価の動き ・モデルルームに来る客からの値引き要請が厳しく
なってきている。競合企業の値引き額も年を明けてか
ら大きくなってきている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・１月の売上は例年と比べてかなり低くなっている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・例年にない豪雪の影響か、来客数が前年の半分とい
う日もあるほど落ち込んでいる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

家具製造業（経
営者）

取引先の様子 ・住宅新築関連の需要が拡大してきた。不景気を背景
に一時保留されていた物件が動き始めたようだ。

変わらない 食料品製造業
（団体役員）

受注量や販売量
の動き

・年末受注の不足の反動による受注増加はあるもの
の、原料高騰による価格改定もあり、大幅な受注減少
が懸念される状況にある。

建設業（従業
員）

取引先の様子 ・建築工事の入札で、最低価格制限が設定されると、
予定価格から大きく下回る値であっても、応札額は最
低価格に集中し、その価格で落札されている。建設業
界は淘汰の時代に入った感がある。

司法書士 取引先の様子 ・不動産取引は落ち込んでいる状態であり、冬期間と
いう時期を考慮しても明るい材料が見当たらない。

司法書士 取引先の様子 ・北国は雪が解けるまで不動産の動きが鈍く、底地が
関係ないマンションで、特に中古物件が動くくらいで
景気を刺激させるようなインパクトはなかなか生まれ
てこない。そのため、景気にもそれほど動きがない。

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・仕事量は増えてきている感じがするが、技術者の調
達が難しくなってきている。条件面はより厳しくなっ
てきており、利益が出ない状況にある。

やや悪く
なっている

金属製品製造業
（経営者）

それ以外 ・製品単価が相変わらず安い。さらに、大雪での設備
損傷や暖房器具の増設、燃料の値上がりで出費が重
なっている。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・前年夏の猛暑により乳牛の受胎率が落ち、道内の生
乳生産が前年比98％と落ち込んでおり、道外輸送に影
響が出ている。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・第３四半期の後半から受注量、引き合い件数の減少
が顕著である。第２四半期は受注量、引き合いとも現
状より２割程度は多かったことから、景気は下向きに
ある。

企業
動向
関連



金融業（企画担
当）

それ以外 ・政策支援効果がほぼ剥落し、家電・自動車の売行き
が大きく落ち込んでいる。道内は建設業が基幹産業で
あるが、公共投資の減少が顕著になっていることも景
気を下押ししている。

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・今年度の売上は累計で前年比88.4％となっている
が、前年度は91.8％であったことから、やや悪くなっ
ている。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・例年同様、北海道地の冬期間は全般的に客の仕事量
が減ることに加えて、年末から今月にかけての稼働日
数が少ないことが追い打ちをかけており、販売量が減
少している。

悪く
なっている

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・年末の荷動きも悪く在庫過多となっている。年が明
けても荷が動かず、売上が非常に悪い状況にある。

司法書士 取引先の様子 ・不動産の売買、建物の新築は相変わらず減少したま
まである。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・事業規模は小さいが、レストラン・喫茶店といった
飲食店の新規開店に伴う求人がいつもの月よりも増加
している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年を6.8％上回り、11か月連続で前
年を上回った。月間有効求人数は前年を17.6％上回
り、11か月連続で前年を上回った。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・求人数についてはやや増えているが、その内容をみ
ると、正社員の求人は手控え感が強く、契約社員ある
いはまずはパート・アルバイトで採用し、その後の状
況を踏まえ常用雇用に切り替えるというように、慎重
な対応がほとんどである。当社では、平成22年３月卒
業の高校生を対象にした就職マッチングイベントの参
加企業の募集を行っており、自治体でも高卒者の就職
支援のため、正社員採用企業に助成金を支給するなど
の措置を取る例がみられるが、参加企業は助成金の取
得よりも、採用のリスク回避のため契約社員採用が多
い。このことからも企業の業績は決して良いとは言え
ない状況にある。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数の動きに比例して、採用数の動きも悪い。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・前年の流れそのままに、どの業種もある程度順調に
推移している。建設業も底から脱した感があり、これ
に関連する警備業やビルメンテナンス業も若干の伸び
を示している。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・復調している募集広告の売上は、年が明けても前年
を上回って推移しており、３か月前と同様に、ここ数
年の中ではやや良い状況を保っている。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・管内の12月の有効求人倍率が0.42倍と前年を0.1ポ
イント上回っているものの、ここ数か月は横ばい状態
で推移している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・事業所訪問の際の事業主との話から、求人の募集、
採用に対する企業側の慎重な姿勢が感じられる。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・12月の新規求人数は前年を12.1％上回り、新規求職
者数は前年を11.2％下回った。月間有効求人倍率は
0.48倍となり、前年の0.35倍を0.13ポイント上回った
ものの、相変わらず正社員求人の減少が目立ってい
る。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・年明けに訪問した道内企業、また首都圏企業から
は、企業の事業実績等に関連する報告が多く、厳しい
現況を反映して新規大学卒業者の雇用に消極的な意見
が際立っており、超買手市場が続いていることがうか
がえる。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連


